
事務事業No 事業名 [事業基本情報]

646 ○ 管理経費

分野別目標 5 ○ 法定受託事務

政 策 1

施 策 3

基本方針 2

継続 主な事務事業

事業実施の根拠法令

関連個別計画

担当課・担当課長（Tel） 北畑　佐敏（402-7830） 「３つの約束・４４の約束」との関連性

関連課 まちを元気に 人を元気に 非該当

○

４４の約束 ○

１　事業概要及び実施内容

事
業
概
要

２　事業コスト

当初予算 決算 当初予算 決算 計画 決算 決算 計画 決算

140 140 141 180 180

- - 0.7% 27.7% 0.0%

718 724 724 724 724

0 0 0 0 0

718 724 724 724 724

140 140 141 180 180
0.10 0.10 0.10 0.10 0.1

0.00 0.10 0.00 0.00 0

３　目標及び実績
平成25年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

年度目標値 70 70 70 70

実績値 60

全体目標値 70 全体目標達成度 100.0% 年度別達成度 85.7%

年度目標値

実績値 8

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

年度目標値 100 100 100 100

実績値 10

全体目標値 100 全体目標達成度 100.0% 年度別達成度 100.0%

年度目標値

実績値

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

単位

実
施
内
容

内外交流課、市民協働推進課
と連携を取りながら、原則と
して週１回１時間程度日本語
指導ボランティアを学校に派
遣し、対象児童生徒に日本語
指導を行う。

日本語指導ボランティアを対
象とした研修を実施する。
内外交流課、市民協働推進課
と連携を取りながら、原則と
して週１回１時間程度日本語
指導ボランティアを学校に派
遣し、対象児童生徒に日本語
指導を行う。

日本語指導ボランティアを対
象とした研修を実施する。
内外交流課、市民協働推進課
と連携を取りながら、原則と
して週１回１時間程度日本語
指導ボランティアを学校に派
遣し、対象児童生徒に日本語
指導を行う。

日本語指導ボランティアを対象
とした研修を実施する。
内外交流課、市民協働推進課と
連携を取りながら、原則として
週１回１時間程度日本語指導ボ
ランティアを学校に派遣し、対
象児童生徒に日本語指導を行
う。

日本語指導ボランティアを対
象とした研修を実施する。
内外交流課、市民協働推進課
と連携を取りながら、原則と
して週１回１時間程度日本語
指導ボランティアを学校に派
遣し、対象児童生徒に日本語
指導を行う。

平成29年度

計画

0.0%

724

事業費 180

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

伸び率（％）

活
動
指
標

そ の 他

ボランティア登録件数

0

ボランティア派遣申請受付件数

指標名及び達成状況

国庫支出金

県支出金

724

人件費

常勤職員

非常勤職員

　報償金１３５千円　消耗品費６千円

0.1

件

小計

事
業
費
等
 
千
円

平成26年度

所要人数
常勤職員

非常勤職員

成
果
指
標

単位 件

180一般財源（税等）

市　　債

100

70

主な予算内訳

0

ボランティア派遣者数

単位 人

単位

事業進捗管理シート

帰国子女等受入れ対策事業（日本語指導の援助）
事業区分(1)

事業経費

その他

小・中学校教育の充実

子どもが輝き、文化が薫る教育のまち

その他

款

事業種別

子どもたちの確かな学力の定着と向上

事業区分(2)
自治事務

学校教育の充実

教育総務費

目 子ども支援センター費

一般会計

教育費

会計・
予算区分

事業期間 ～ 大事業

項

子ども支援センター事業

平成２７年度 平成２８年度平成２５年度 平成２６年度

事業目的（「誰・何」をどういう状態にする」ための事業か) 事業内容
　種々の外国語に関わるボランティアを募り、必要とされる学校に派遣し、必要な経費を支給す
る。

　帰国子女や外国籍で日本語の理解が不十分な児童生徒の日本
語指導を行いサポートすることにより、日常生活及び学校での
学習活動の充実を図る。

子ども支援センター

産業を元気に

会計

平成２９年度

帰国子女等受入れ対策事業事項

３つの約束

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 対象外

○
評価年度


